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今月の内容 
・表紙 
・Ｐ２～３　年頭のごあいさつ 
・Ｐ４　 　　2007年の岡部町を振り返る 
・Ｐ５　 　　藤枝市・岡部町合併ニュース 
・Ｐ６～７　後期高齢者医療制度保険料について 
・Ｐ８～９　確定申告相談会が始まります 
・Ｐ10～11　民生委員・児童委員の紹介 
・Ｐ12～13　タウンニュース 
・Ｐ14～15　町民センターガイド 
・Ｐ16～17　情報ガイド 
・Ｐ18～19　ふるさと情報板 
・Ｐ20～21　保健福祉ガイド 
・Ｐ22 　　　みんなのひろば 
・Ｐ23～24　ホットフォト 
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　保健福祉センターきすみれの裏山にある「ふるさとみかん山」
に今年もたくさんのみかんが実り、に今年もたくさんのみかんが実り、町内の幼稚園町内の幼稚園・保育園児や、保育園児や、
放課後児童クラブの児童、放課後児童クラブの児童、「ちびっこ「ちびっこ 
ルーム」ルーム」に訪れた親子などがに訪れた親子などが 
みかん狩りを行いました。みかん狩りを行いました。 
　子どもたちはみかんを摘むと、　子どもたちはみかんを摘むと、 
さっそく口に運び、さっそく口に運び、ふるさとのふるさとの 
味を楽しんでいました。味を楽しんでいました。 
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バ
ン
が
誘
拐
。
牧
師
二
人
を
殺
害
、
残
る
人

質
を
四
十
余
日
後
に
解
放
。
こ
の
様
に
中
近

東
で
は
背
中
合
わ
せ
で
危
険
が
常
習
化
し
て

い
ま
す
。
明
る
い
話
題
は
、
松
坂
、
岡
島
両

投
手
が
米
大
リ
ー
グ
、
ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド

ソ
ッ
ク
ス
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
制
覇
に
貢

献
し
、
大
活
躍
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
四
月
執
行
の
第

十
六
回
統
一
地
方
選
は
、
十
三
都
道
県
知
事

選
、
四
十
四
道
府
県
議
選
、
九
十
六
市
長
選

及
び
市
町
村
議
選
が
行
わ
れ
、
本
町
で
も
定

数
削
減
後
の
十
一
議
員
の
誕
生
が
あ
り
ま
し

た
。
何
れ
も
地
方
再
生
の
戦
い
で
し
た
。

第
二
十
一
回
参
議
院
選
は
、
自
民
党
が
歴

史
的
な
惨
敗
を
喫
し
、
民
主
党
が
初
め
て
参

議
院
第
一
党
と
な
り
ま
し
た
。
年
金
記
録
不

備
、
閣
僚
の
失
態
、
格
差
是
正
等
が
影
響
し

た
と
思
い
ま
す
。
九
月
、
突
如
と
し
て
安
倍

首
相
が
退
陣
。
海
上
自
衛
隊
の
給
油
活
動
継

続
に
め
ど
が
立
た
ず
、
自
身
の
健
康
悪
化
と

重
な
っ
て
の
辞
任
は
国
民
を
失
望
さ
せ
ま
し

た
。
福
田
首
相
の
就
任
は
、
憲
政
史
上
初
の

親
子
二
代
の
首
相
の
実
現
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
食
肉
加
工
会
社
や
料
亭
、
和
菓
子
の

老
舗
が
表
示
偽
装
。
原
材
料
や
賞
味
期
限
等

を
改
ざ
ん
す
る
事
件
が
社
会
問
題
化
し
、
モ

ラ
ル
の
欠
如
が
糾
弾
さ
れ
ま
し
た
。
能
登
半

島
や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
も
記
憶
に
新
し
い
。

岡
部
町
で
は
、
藤
枝
市
と
合
併
す
る
為
、

両
議
会
の
議
決
を
経
て
七
月
、
合
併
協
議
会

設
置
協
議
書
に
調
印
し
、
静
岡
県
知
事
に
設

置
の
届
出
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
回

合
併
協
議
会
で
合
併
方
式
は
編
入
合
併
と

し
、
合
併
期
日
を
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

と
定
め
、
合
計
六
回
の
合
併
協
議
会
を
平
成

二
十
年
一
月
で
終
了
す
る
為
に
精
力
的
に
協

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
内
外
と

も
に
多
事
多
難
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
国
外

で
は
、
北
朝
鮮
を
巡
る
六
ヶ
国
協
議
に
お
い

て
核
施
設
の
停
止
、
封
印
す
る
こ
と
で
合
意

し
、
五
ヶ
国
が
見
返
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援

な
ど
外
交
取
引
を
も
っ
て
終
結
で
す
。
ま
た
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
で
医
療
、
教
育
支
援

活
動
の
韓
国
人
二
十
三
人
を
支
配
勢
力
タ
リ

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
第
七

次
総
合
計
画
は
後
半
に
入
り
、
町
の
中
心
市

街
地
整
備
と
し
て
電
線
地
中
化
に
よ
っ
て
街

の
付
加
価
値
を
高
め
、
三
月
に
完
成
し
た
総

合
案
内
所
は
、
人
々
の
交
流
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
四
月
よ
り
静
鉄
バ
ス
運
行

に
替
わ
り
町
営
バ
ス
を
岡
部
小
学
校
か
ら
玉

取
・
小
布
杉
ま
で
運
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
町
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
」
を
基
軸
に
地
域

力
の
向
上
に
努
め
、
東
海
道
岡
部
宿
に
ぎ
わ

い
ま
つ
り
は
、
観
光
協
会
や
自
治
会
を
始
め
、

各
種
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
終
日
大
賑
わ
い

で
し
た
。
ま
た
、
百
八
十
七
項
目
を
掲
げ
る

行
財
政
改
革
も
逐
次
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
迎
え
ま
し
た
平
成
二
十
年
、
最

優
先
課
題
は
「
藤
枝
市
と
の
合
併
」
で
す
。

第
六
回
合
併
協
議
会
を
一
月
で
完
了
し
、

諸
々
手
続
き
を
整
え
て
、
平
成
二
十
一
年
一

月
一
日
の
合
併
を
目
標
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

「
北
部
を
興
し
　
中
部
を
整
え
　
南
部
を
拓

く
」
第
七
次
総
合
計
画
の
「
ふ
る
さ
と
田
園

都
市
構
想
」
は
八
年
目
に
入
り
、
本
町
最
後

の
大
型
事
業
と
な
る
三
輪
・
内
谷
地
区
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
を
五
ヵ
年
で
約
十
六
億

円
の
規
模
で
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
行

財
政
改
革
も
積
極
的
に
行
い
、
そ
こ
か
ら
得

た
行
革
効
果
は
、
財
政
健
全
化
と
要
望
の
多

い
道
路
・
河
川
整
備
、
町
民
体
育
館
建
設
準

備
基
金
の
積
立
に
向
け
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

玉
露
の
里
椿
園
計
画
、
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
、

本
陣
史
跡
の
用
地
取
得
等
、
特
徴
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

り
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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よ
っ
て
街

の
付
加
価
値
を
高
め
、
三
月
に
完
成
し
た
総

合
案
内
所
は
、
人
々
の
交
流
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
四
月
よ
り
静
鉄
バ
ス
運
行

に
替
わ
り
町
営
バ
ス
を
岡
部
小
学
校
か
ら
玉

取
・
小
布
杉
ま
で
運
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
町
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
」
を
基
軸
に
地
域

力
の
向
上
に
努
め
、
東
海
道
岡
部
宿
に
ぎ
わ

い
ま
つ
り
は
、
観
光
協
会
や
自
治
会
を
始
め
、

各
種
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
終
日
大
賑
わ
い

で
し
た
。
ま
た
、
百
八
十
七
項
目
を
掲
げ
る

行
財
政
改
革
も
逐
次
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
迎
え
ま
し
た
平
成
二
十
年
、
最

優
先
課
題
は
「
藤
枝
市
と
の
合
併
」
で
す
。

第
六
回
合
併
協
議
会
を
一
月
で
完
了
し
、

諸
々
手
続
き
を
整
え
て
、
平
成
二
十
一
年
一

月
一
日
の
合
併
を
目
標
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

「
北
部
を
興
し
　
中
部
を
整
え
　
南
部
を
拓

く
」
第
七
次
総
合
計
画
の
「
ふ
る
さ
と
田
園

都
市
構
想
」
は
八
年
目
に
入
り
、
本
町
最
後

の
大
型
事
業
と
な
る
三
輪
・
内
谷
地
区
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
を
五
ヵ
年
で
約
十
六
億

円
の
規
模
で
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
行

財
政
改
革
も
積
極
的
に
行
い
、
そ
こ
か
ら
得

た
行
革
効
果
は
、
財
政
健
全
化
と
要
望
の
多

い
道
路
・
河
川
整
備
、
町
民
体
育
館
建
設
準

備
基
金
の
積
立
に
向
け
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

玉
露
の
里
椿
園
計
画
、
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
、

本
陣
史
跡
の
用
地
取
得
等
、
特
徴
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

り
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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悲
鳴
を
上
げ
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
も
政
情
が
不
安
定

で
目
が
放
せ
ま
せ
ん
。
テ
ロ
は
世
界
各
地
で

発
生
、
無
差
別
テ
ロ
は
許
せ
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
も
部
族
間
の
対
立
で

虐
殺
が
起
き
て
い
ま
す
。
命
の
尊
さ
を
思
い

嘆
く
の
み
で
す
。

国
内
で
は
「
政
治
と
金
」
ま
た
、
年
金
・

格
差
問
題
も
あ
っ
て
参
議
院
選
挙
は
、
与
野

党
が
逆
転
し
国
会
に
捩ね

じ
れ
現
象
が
生
ま

れ
、
そ
の
混
乱
の
中
で
安
倍
総
理
が
辞
任
し
、

福
田
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

社
会
面
で
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発

生
、
地
震
時
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
も

問
題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
は
猛
暑
で

七
十
四
年
ぶ
り
に
最
高
気
温
を
更
新
し
ま
し

た
。
子
供
の
虐
待
・
殺
人
、
親
を
も
殺
す
と

い
う
痛
ま
し
い
事
件
も
あ
れ
ば
、
ミ
ー
ト
ホ

ー
プ
に
始
ま
る
食
品
の
表
示
偽
装
の
問
題
も

次
か
ら
次
と
出
て
消
費
者
を
怒
ら
せ
、
暮
れ

に
か
け
て
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
と
原
油

の
高
騰
で
経
済
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
出

ま
し
た
が
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
、
大
リ
ー

グ
で
の
日
本
人
の
活
躍
、
石
見
銀
山
の
世
界

遺
産
登
録
、
大
ニ
ュ
ー
ス
は
京
大
・
中
山
博

士
の
発
見
し
た
「
万
能
細
胞
」
で
歴
史
的
な

事
柄
で
す
。

本
町
で
は
八
月
に
藤
枝
市
・
岡
部
町
の
合

併
協
議
が
始
ま
り
、
本
年
二
月
に
は
合
併
協

定
書
の
調
印
式
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

四
月
か
ら
は
町
営
バ
ス
が
走
り
、
同
月
の
町

会
議
員
の
選
挙
は
無
投
票
で
十
一
名
の
新
議

員
が
誕
生
、
町
と
し
て
最
後
の
に
ぎ
わ
い
ま

つ
り
も
盛
大
の
内
に
終
わ
り
、
世
界
緑
茶
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
宮
島
の
お
二
人
が
最
高
金
賞

を
獲
得
、
本
町
出
身
の
黒
田
君
が
阪
神
に
ド

ラ
フ
ト
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
話
題
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
迎
え
た
平
成
二
十
年
は
、
極
端

な
格
差
が
解
消
さ
れ
経
済
が
上
向
き
、
暮
ら

し
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
格
差
は
地
方
と
中
央
の
格

差
も
あ
り
、
三
位
一
体
改
革
で
税
源
移
譲
が

進
み
、
均
衡
あ
る
発
展
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
化
時
代
を
迎
え
、

高
齢
化
率
は
か
つ
て
な
い
水
準
と
な
り
、
福

祉
を
支
え
る
為
の
現
役
世
代
の
負
担
は
高
く

「
働
け
ど
我
が
暮
ら
し
楽
に
な
ら
ざ
り
」
の

時
代
の
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
社
会
を
維
持
し
、
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
に
は
教
育
を
疎
か
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
命
の
尊
さ
、
他
人
の
痛
み
、
責
任

感
、
勇
気
、
道
徳
、
社
会
の
規
範
を
教
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
学
力
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。国
レ
ベ
ル
の
こ
と
と
は
い
え
、是
等

こ

れ

ら

の
一
歩
は
町
民
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ

り
、
互
い
に
手
を
携
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
…

ま
た
、
本
町
は
合
併
ま
で
一
年
を
余
す
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
積
み
残
し
た
仕
事
、

継
続
し
て
い
る
仕
事
、
合
併
ま
で
に
は
や
っ

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
仕
事
等
、
仕
事
は

山
積
み
で
あ
り
、
住
民
と
行
政
の
協
働
し
た

町
づ
く
り
を
基
本
に
「
ふ
る
さ
と
田
園
都
市
」

構
想
が
合
併
後
も
継
続
的
に
推
進
さ
れ
て
い

く
よ
う
方
策
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
も
町
民
皆
様
の
幸
せ
の
為
、
頑
張
る

こ
と
を
お
誓
い
し
、
責
務
と
役
割
を
果
た
し

た
い
と
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
皆
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方
の
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を
祈
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、
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年

の
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ま
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。
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少
子
化
時
代
を
迎
え
、

高
齢
化
率
は
か
つ
て
な
い
水
準
と
な
り
、
福

祉
を
支
え
る
為
の
現
役
世
代
の
負
担
は
高
く

「
働
け
ど
我
が
暮
ら
し
楽
に
な
ら
ざ
り
」
の

時
代
の
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
社
会
を
維
持
し
、
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
に
は
教
育
を
疎
か
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
命
の
尊
さ
、
他
人
の
痛
み
、
責
任

感
、
勇
気
、
道
徳
、
社
会
の
規
範
を
教
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
学
力
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。国
レ
ベ
ル
の
こ
と
と
は
い
え
、是
等

こ

れ

ら

の
一
歩
は
町
民
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ

り
、
互
い
に
手
を
携
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
…

ま
た
、
本
町
は
合
併
ま
で
一
年
を
余
す
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
積
み
残
し
た
仕
事
、

継
続
し
て
い
る
仕
事
、
合
併
ま
で
に
は
や
っ

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
仕
事
等
、
仕
事
は

山
積
み
で
あ
り
、
住
民
と
行
政
の
協
働
し
た

町
づ
く
り
を
基
本
に
「
ふ
る
さ
と
田
園
都
市
」

構
想
が
合
併
後
も
継
続
的
に
推
進
さ
れ
て
い

く
よ
う
方
策
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
も
町
民
皆
様
の
幸
せ
の
為
、
頑
張
る

こ
と
を
お
誓
い
し
、
責
務
と
役
割
を
果
た
し

た
い
と
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
り
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ラ
フ
ト
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
話
題
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
迎
え
た
平
成
二
十
年
は
、
極
端

な
格
差
が
解
消
さ
れ
経
済
が
上
向
き
、
暮
ら

し
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
格
差
は
地
方
と
中
央
の
格

差
も
あ
り
、
三
位
一
体
改
革
で
税
源
移
譲
が

進
み
、
均
衡
あ
る
発
展
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
化
時
代
を
迎
え
、

高
齢
化
率
は
か
つ
て
な
い
水
準
と
な
り
、
福

祉
を
支
え
る
為
の
現
役
世
代
の
負
担
は
高
く

「
働
け
ど
我
が
暮
ら
し
楽
に
な
ら
ざ
り
」
の

時
代
の
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
社
会
を
維
持
し
、
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
に
は
教
育
を
疎
か
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
命
の
尊
さ
、
他
人
の
痛
み
、
責
任

感
、
勇
気
、
道
徳
、
社
会
の
規
範
を
教
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
学
力
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。国
レ
ベ
ル
の
こ
と
と
は
い
え
、是
等

こ

れ

ら

の
一
歩
は
町
民
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ

り
、
互
い
に
手
を
携
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
…

ま
た
、
本
町
は
合
併
ま
で
一
年
を
余
す
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
積
み
残
し
た
仕
事
、

継
続
し
て
い
る
仕
事
、
合
併
ま
で
に
は
や
っ

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
仕
事
等
、
仕
事
は

山
積
み
で
あ
り
、
住
民
と
行
政
の
協
働
し
た

町
づ
く
り
を
基
本
に
「
ふ
る
さ
と
田
園
都
市
」

構
想
が
合
併
後
も
継
続
的
に
推
進
さ
れ
て
い

く
よ
う
方
策
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
も
町
民
皆
様
の
幸
せ
の
為
、
頑
張
る

こ
と
を
お
誓
い
し
、
責
務
と
役
割
を
果
た
し

た
い
と
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
り
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ

岡 部 町 議 会 議 長

薮　崎　幸　裕

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま

す
。町

民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
子
年
、「
漢
書
」
律
暦
志
に
よ
る
と

「
子
」
は
、
新
し
い
生
命
が
種
子
の
中
に
萌き

ざ

し

始
め
る
状
態
を
表
す
と
あ
り
ま
す
。
合
併
に

向
か
っ
て
い
る
本
町
に
と
っ
て
は
、
打
っ
て

付
け
の
年
で
あ
り
、
大
い
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界

的
に
は
地
球
温
暖
化
が
大
問
題
で
、
地
球
は

薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち薮崎議長とあさひな保育園のおともだち
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2008年がスタートしました。気持ちも新たに新年を迎えられていると思います。
岡部町では、昨年、様々な出来事や催しがありました。2008年がよりよい年に

なるよう、今年１年の抱負を考えながら、昨年を振り返りました。

役場総務課広報情報グループ　　　667-3411

2007年の 岡 部 町 を
振り返る

E-mail

１
月

６
日
　
岡
部
町
消
防
団
出
初
式

７
日
　
岡
部
町
成
人
式

２
月

11
日
　
第
10
回
い
き
い
き
交
流

セ
ン
タ
ー
祭
り

27
日
　
岡
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

３
月

５
日
　
14
人
の
農
業
委
員
会
委

員
が
決
定

９
日
「
町
長
へ
の
手
紙
」を
開
始

29
日
　
教
育
委
員
会
表
彰
式

４
月

１
日
　
岡
部
町
営
バ
ス
「
龍
勢

号
」
運
行
開
始

７
日
　
玉
露
の
里
　
春
ま
つ
り

(

〜
８
日)

23
日
　
町
議
会
議
員
が
決
定

無
投
票
に
よ
り
11
人
の

新
町
議
が
決
ま
る
。
議

員
定
数
が
15
人
か
ら
11

人
と
な
る
。

29
日
　
総
合
案
内
所
「
橘
の
里
」

が
オ
ー
プ
ン

29
日
　
つ
た
の
細
道
公
園
み
ど

り
ま
つ
り
・
岡
部
町
文

化
財
見
聞
ウ
ォ
ー
ク
　

５
月

26
日
　
玉
露
の
里
ま
つ
り

(

〜
27
日)

６
月

２
日
　
歯
の
健
康
ま
つ
り

５
日
　
岡
部
町
茶
品
評
会

25
日
　
合
併
協
議
に
関
す
る
住

民
説
明
会
を
開
催

(

〜
７
月
４
日
計
３
回)

７
月

３
日
　
藤
枝
市
・
岡
部
町
合
併

協
議
会
を
設
置

８
月

26
日
　
岡
部
町
総
合
防
災
訓
練

９
月

17
日
　
岡
部
町
敬
老
会

10
月

７
日
　
体
協
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ

14
日
　
岡
部
町
消
防
団
操
法
大
会

20
日
　
前
島
し
げ
さ
ん
が

１
０
０
歳
を
迎
え
る

11
月

３
日
　
岡
部
町
表
彰
式

３
日
　
に
ぎ
わ
い
ま
つ
り
前
夜
祭

４
日
　
に
ぎ
わ
い
ま
つ
り

４
日
　
世
界
お
茶
ま
つ
り
２
０
０
７

第
１
回
世
界
緑
茶
コ
ン

テ
ス
ト
で
長
島
武
久
さ

ん
と
前
島
東
平
さ
ん
が

最
高
金
賞
を
受
賞

12
月

１
日
　
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅

伝
大
会

岡
部
町
チ
ー
ム
８
位
入
賞

▲町営バス｢龍勢号｣運行開始(４月)▲合併協議会設置調印式
藤枝市・岡部町合併協議会を設置(７月)

▲100歳を迎えた前島しげさんを
井田町長が訪問(10月)

▲総合案内所｢橘の里｣がオープン
(４月)

▲東海道岡部宿にぎわいまつり
沿道には露店が並び多くの人で
にぎわいました(11月)

岡
部
町
総
合
防
災
訓
練

前
日
に
は
宿
泊
訓
練
も
行
わ
れ
、

自
衛
隊
員
か
ら
応
急
手
当
な
ど
を

学
び
ま
し
た(

８
月)

▲
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第
５
回
藤
枝
市
・
岡
部
町
合
併

協
議
会
が
12
月
25
日
に
開
催
さ

れ
、「
町
名
・
字
名
の
取
扱
い
」

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

岡
部
町
の
委
員
か
ら
は
、「
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
尊
重
し
た

い
」「
東
海
道
五
十
三
次
の
二
十

一
番
目
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
な

ど
、
歴
史
あ
る
岡
部
町
と
い
う
名

を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
、「
岡
部
町

は
、
合
併
時
に
現
在
の
字
名
に

『
岡
部
町
』
を
冠
す
る
も
の
と
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

藤
枝
市
と
合
併
し
た
場
合
は
、

「
藤
枝
市
岡
部
町
三
輪
○
○
番
地
」、

「
藤
枝
市
岡
部
町
宮
島
○
○
番
地
」

な
ど
と
な
り
ま
す
。

役
場
企
画
財
政
課

６
６
７-

３
４
１
２

昨
年
の
７
月
か
ら
「
藤
枝
市
・

岡
部
町
合
併
協
議
会
」を
設
置
し
、

合
併
の
た
め
の
諸
条
件
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
予
定

で
は
１
月
18
日
の
第
６
回
合
併
協

議
会
で
全
て
の
協
定
項
目
の
協
議

が
終
了
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
合
併
協
議
会
で
確
認

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
を
自
治
会
ご
と
に
開
催
し
ま

す
。
こ
の
中
で
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
説
明
や
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
も
伺
っ
て
い
き
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

役
場
企
画
財
政
課

６
６
７-

３
４
１
２

藤
枝
市
と
合
併
し
た
場
合
、

「
住
所
に
岡
部
町
を
残
す
か
ど
う

か
」
に
つ
い
て
、
自
治
会
が
主
体

と
な
り
、
８
月
に
全
世
帯
を
対
象

と
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

住
所
に
「
岡
部
町
」
ま
た
は

「
岡
部
」
を
残
し
た
い

65
・
３
％

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
合
併
に

関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た

時
に
、
出
席
さ
れ
た
２
７
０
人
に

対
し
、
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
自
治
会
長
会
よ

り
「
も
う
少
し
幅
広
い
層
か
ら
意

見
を
求
め
た
ら
ど
う
か
」
と
の
ご

提
案
が
あ
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

▲合併協議会の様子
(第４回藤枝市・岡部町合併協議会)

合
併
後
の
住
所
は
、
現
在
の
字
名
に「
岡
部
町

お
か
べ
ち
ょ
う

」を
付
け
る

合
併
後
の
住
所
に
つ
い
て
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

「
合
併
協
議
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」を
開
催

E-mail

E-mail

「岡部町」または「
岡
部
」を
残
し
た
い

「岡部町」を 
住所に残す 
938人（35.7％） 
例）藤枝市岡部町内谷 

「岡部」を住所に残す 
778人（29.6％） 
例）藤枝市岡部内谷 

「岡部町」や 
「岡部」の名を 
住所に残さない 
640人（24.3％） 
例）藤枝市内谷 

判断不能 
（複数記入のため） 
252人（9.6％） 

無記名21人（0.8％） 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果 

Q.合併した場合の町名の取り扱いについて 
　（住所に「岡部町」や「岡部」の名を残すかどうか） 

アンケート配布数： 
3,635世帯（全世帯） 
アンケート回収数： 
2,629世帯(回収率72.3％)

▲６月の住民説明会の様子※各会場とも、おおむね２時間程度を目途に実施する予定です

開　催　日 

2月 5 日（火） 

2月 6 日（水） 

2月10日（日） 

 

2月13日（水） 

2月16日（土） 

2月17日（日） 

　  開始時間 

午後７時～ 

午後７時～ 

午前９時30分～ 

午後６時30分～ 

午後７時～ 

午後７時～ 

午後７時～ 

保健福祉センター 
2階高草の間 

自治会名 

第６自治会 

第７自治会 

第１自治会 

第５自治会 

第４自治会 

第３自治会 

第２自治会 

会　　場 

殿公会堂 

小園公民館 

岡部町内会館 

村良公民館 

 

 

第２自治会館 

町民センターおかべ 
2階大会議室 

合 併 ニ ュ ー ス 藤枝市・岡部町 
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後期高齢者医療制度平成20年
4月1日から

保険料について
広報おかべ10月号で、後期高齢者医療制度の概要などについて

お知らせしたとおり、４月１日から、75歳以上の人(65歳以上で
一定の障害がある人を含みます)を対象に、後期高齢者医療制度が
始まります。新しい制度では、被保険者(＊１)一人ひとりに保険
料(＊２)を納めていただくことになります。11月に開かれた静岡
県後期高齢者医療広域連合(＊３)議会において、平成20年度と平
成21年度の保険料率が決定しました。１月号では、保険料率や保
険料の軽減などについてお知らせします。

役場窓口税務課国保年金グループ　　667-3414
E-mail

保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

保
険
料
を
高
齢
者
の
方
一
人
ひ
と

り
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
、「
そ
の
人
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ

く
部
分(

所
得
割
額)

」
と
、「
被

保
険
者
す
べ
て
が
同
じ
額
で
負
担

し
て
い
た
だ
く
部
分(

均
等
割

額)

」
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
率
な
ど
の
決
定

昨
年
11
月
の
広
域
連
合
議
会
に

お
い
て
、
保
険
料
率
な
ど
を
規
定

す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
保
険
料

率
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
は
原
則
、
均
一
の

保
険
料
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
が
一

定
の
基
準
以
下
だ
っ
た
岡
部
町
で

は
、
均
一
保
険
料
率
よ
り
も
低
い

保
険
料
率
と
な
り
ま
す(

「
地
域
格

差
の
特
例
」)

。
平
成
20
・
21
年
度

は
約
12
％
、
平
成
22
・
23
年
度
は

約
８
％
、
平
成
24
・
25
年
度
は
約

４
％
均
一
保
険
料
よ
り
も
低
く
な

り
ま
す
。
制
度
施
行
か
ら
６
年
か

け
て
均
一
保
険
料
率
に
近
づ
け
て

い
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
均
一
保

険
料
率
に
な
り
ま
す
。

※
所
得
割
額
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
所
得(

基
礎
控
除
後
の
総
所
得

金
額
な
ど)

は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
所
得
割
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
所
得
と
同
じ
で
す
。

※
所
得
割
の
率
や
被
保
険
者
均
等

割
の
額
は
、
広
域
連
合
が
２
年

ご
と
に
条
例
で
定
め
る
も
の

で
、
都
道
府
県
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
は
、

従
来
の
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
か
ら
の
切
り
替
え
と

な
り
ま
す

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
直
前
に
…

国
保
税
や
健
康
保
険
の
保
険
料
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

新
し
く
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
」
の
保
険
料
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
と

き
か
ら
２
年
間
、
前
年
の
所
得
の

所得割額 ＋ 
＝ 

均等割額 

保険料 

基礎控除後の総所得金額など 
(旧ただし書所得)×所得割率 

平成20・21年度の保険料率など(年間)
均
一
保
険
料
率 

岡
部
町 

特
例
適
用
後
の 

所 得 割 率  

均 等 割 額  

賦 課 限 度 額  

6.84％ 

36,000円 

500,000円 

所 得 割 率  

均 等 割 額  

賦 課 限 度 額  

6.01％ 

31,617円 

500,000円 

「
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
」、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
」

健
康
保
険
や
共
済
組
合
の
被
用
者

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
子
ど
も

と
同
居
す
る
な
ど
「
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
」
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＊
１
被
保
険
者

・
75
歳
以
上
の
人(

75
歳
の
誕
生

日
か
ら
資
格
取
得)

・
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ

る
人(

認
定
日
か
ら
資
格
取
得)

現
在
加
入
中
の
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
被
用
者
保
険
か
ら
脱
退

し
、
新
た
な
制
度
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
加
入
す
る
と
き

は
、
一
人
ひ
と
り
に
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。

＊
２
保
険
料
の
徴
収

保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年
金

が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
、
介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人

は
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
個

別
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
３
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
を
行

う
た
め
に
静
岡
県
内
す
べ
て
の
市

町
が
加
入
し
て
設
立
さ
れ
た
特
別

地
方
公
共
団
体
で
す
。
広
域
連
合

で
は
、
保
険
料
率
な
ど
に
つ
い
て

２
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

有
無
に
関
わ
ら
ず
所
得
割
額
は
賦

課
さ
れ
ず
、
５
割
軽
減(

所
得
の

少
な
い
世
帯
の
７
割
軽
減
に
該
当

す
る
と
き
は
７
割
軽
減)

し
た
均

等
割
額
の
み
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
20
年
度
の
均
等
割
額
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
９
月
分
は

０
円
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
は
９
割
減
額
し
た
額
に
な
る

見
込
み
で
す
。

保
険
料
の
軽
減

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
は
、
次
の
よ
う
に
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

同一世帯内の被保険者および 
世帯主の総所得金額などの合計額 

７割軽減 

５割軽減 

２割軽減 

「基礎控除額(33万円)＋24.5万円×被保険者数 
(被保険者である世帯主を除く)」を超えないとき 

「基礎控除額(33万円)＋35万円×被保険者数」を
超えないとき 

「基礎控除額(33万円)を超えないとき 

◆平成20年４月から平成21年３月までの一年間は、

一部負担金の割合が1割に据え置かれる見込みです。

(現役並み所得がある人を除く)

制度改正により、平成20年４月１日より、現役並み

所得者を除く70歳から74歳の人の医療機関での一部

負担金の割合は、１割から２割になることとされてい

ましたが、平成20年４月から平成21年３月までの１

年間は１割のまま据え置かれる見込みです。

正式に決定されれば、３月中に新たな高齢受給者証

を郵送させていただきます。

※現役並み所得がある人は、３割のまま変わりません。

役場窓口税務課国保年金グループ　　 667-3414

※年金以外の所得があるときは、所得の合計額で判断してください
※実際の保険料の納付は、個人ごとになります

70～74歳の人の医療機関での
窓口負担についてお知らせ

E-mail

330 
以下 
480 
725 
830 
880 

1,180 
1,600 
2,000 
2,500 
3,000 
4,000 
5,000

1,530 
以下 
1,680 
1,925 
2,030 
2,080 
2,380 
2,800 
3,200 
3,834 
4,453 
5,630 
6,806

18,900 
 

27,900 
55,300 
80,600 
83,600 
101,600 
139,500 
163,600 
193,600 
223,700 
283,800 
343,900

330 
以下 
480 
725 
830 
880 

1,180 
1,600 
2,000 
2,500 
3,000 
4,000 
5,000

1,530 
以下 
1,680 
1,925 
2,030 
2,080 
2,380 
2,800 
3,200 
3,834 
4,453 
5,630 
6,806

9,400 
 

18,500 
49,000 
55,300 
64,600 
82,700 
107,900 
131,900 
162,000 
192,000 
252,100 
312,200

世帯主の 
所得金額 
　　　(千円)

世帯主の 
年金収入額 
　　　(千円)

夫婦の 
保険料額の計 
　　　　(円)

所得金額 
　　　(千円)

年金収入額 
　　　(千円)

保険料額 
　　　　(円)

夫婦ともに後期高齢者医療の被保険者で、
夫(世帯主)には厚生年金等収入があり、配
偶者の収入は基礎年金のみの場合 

後期高齢者医療の被保険者が世帯内に 
１人で、当該被保険者が世帯主の場合 

軽減の適用など 

所得割なし 
均等割７割軽減 

均等割７割軽減 
均等割５割軽減 

均等割２割軽減 

軽減なし 

特例適用後の 
保険料の例 

(年額)

保
険
証
や
保
険
料
賦
課
額
決

定
通
知
の
発
送
時
期
、
納
期

な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

用 語 解 説
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と
　
き

１
月
29
日(

火)

〜
31
日(

木)

【
午
前
の
部
】

午
前
９
時
45
分
開
場

午
前
10
時
開
始

【
午
後
の
部
】

午
後
１
時
45
分
開
場

午
後
２
時
開
始

と
こ
ろ

焼
津
市
文
化
セ
ン
タ
ー「小

ホ
ー
ル
」

対
　
象

平
成
19
年
中
に
住
宅
を
新
築
、

購
入
ま
た
は
増
改
築
を
行
い
、
入

居
し
た
人
で
、
返
済
期
間
が
10
年

以
上
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人

持
ち
物

①
住
民
票
の
写
し
、
家
屋
・
土
地

の
登
記
事
項
証
明
書
、
工
事
請

負
契
約
書
ま
た
は
家
屋
・
土
地

の
売
買
契
約
書
の
写
し
、
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書(

増
改
築
を
し

た
人
に
つ
い
て
は
、
建
築
確
認

通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証
の

写
し
、
ま
た
は
増
改
築
等
工
事

証
明
書)

②
源
泉
徴
収
票

③
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
機

④
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
番
号

(

申
告
人
名
義)

が
分
か
る
も
の

※
説
明
会
で
は
、
説
明
を
受
け
な

が
ら
自
分
で
申
告
書
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
午
前
・
午

後
の
部
と
も
開
始
時
刻
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
藤
枝
税
務
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
役
場
か
ら
通
知
が
届
い
た
人

と
　
き

１
月
29
日(

火)

〜
30
日(

水)

【
午
前
の
部
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

【
午
後
の
部
】

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
そ
れ
以
外
の
人

と
　
き

２
月
18
日(
月)
〜
26
日(

火)

【
午
前
の
部
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

【
午
後
の
部
】

午
後
１
時
〜
４
時

※
２
月
26
日(

火)

は
午
後
３
時
ま
で

《
以
下
共
通
》

と
こ
ろ

役
場
１
階
「
町
民
研
修
室
」

持
ち
物

①
年
金
の
源
泉
徴
収
票(

社
会
保

険
庁
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
も

の)

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
お

よ
び
旧
長
期
損
害
保
険
料
の
控

除
証
明
書

③
医
療
費
の
領
収
書
お
よ
び
保
険

金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

が
分
か
る
も
の

④
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
な
ど
の
納
付
済
お
知
ら
せ
ハ

ガ
キ

⑤
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
機

⑥
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
番
号

(

申
告
人
名
義
の
も
の)

が
分
か

る
も
の

納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
全
額
が
所
得
税
・
町

県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
の
際

に
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
上

旬(

一
部
の
人
は
２
月
上
旬)

に
送

付
さ
れ
た「
社
会
保
険
料(

国
民
年

金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」が
必
要

で
す
。

ま
た
、
年
金
受
給
者
が
確
定
申

告
を
す
る
際
に
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
１
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
必
要
で
す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

０
０-

９
９
１
１

島
田
社
会
保
険
事
務
所

０
５
４
７-

３
６-

２
２
１
５

平
成
19
年
分「
所
得
税
」、「
個
人

事
業
者
の
消
費
税
」お
よ
び「
贈
与

税
」の
確
定
申
告
書
記
載
会
場
は
、

焼
津
市
総
合
体
育
館
に
開
設
さ
れ

ま
す
。

開
設
期
間

２
月
18
日(

月)

〜
３
月
17
日(

月)
(

土
日
を
除
き
ま
す)

時
間午

前
９
時
〜
午
後
５
時

※
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
受
付
を

早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

開
設
場
所

焼
津
市
総
合
体
育
館

(

焼
津
市
保
福
島
１
０
５
０)

※
な
お
、
町
に
お
い
て
も
、
例
年

ど
お
り
申
告
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
広
報
お
か
べ
２
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
説
明
会

国
民
年
金
保
険
料
に

関
す
る
お
知
ら
せ

藤
枝
税
務
署
主
催

確
定
申
告
書
記
載
会
場

の
ご
案
内

年
金
受
給
者

申
告
相
談
会

E-mailE-mail

焼津市総合体育館 

焼津球場 

至島田 

国
道
国
道
1号
 

国
道
1号
 

県道県道222号 県道222号 

ガソリンスタンド 

藤枝北高校 

至岡部 

大手交差点 

瀬戸川 

焼津中央高校 

西焼津駅 

住
宅
取
得
者 

年
金
受
給
者 

相
談
会 

確 
定 
申 
告 

今年も、住宅を取得した給与所得者と年金受給者を
対象に、確定申告の説明(相談)会と申告書の受付を行
います。申告期限間際の相談窓口は大変混雑しますの
で、余裕を持って申告してください。

藤枝税務署　　　　641-0680
役場窓口税務課　　667-3413

E-mail
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今
年
度
実
施
さ
れ
た
税
源
移
譲

に
よ
り
、
多
く
の
方
が
町
・
県
民

税
が
増
え
、
所
得
税
が
減
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
分

以
降
の
所
得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
額
が
あ
る
方(

平
成
18

年
末
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限
り

ま
す)

の
う
ち
、
所
得
税
か
ら
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
が
引
き
き
れ
な
か

っ
た
場
合
、
平
成
20
年
度
か
ら
28

年
度
ま
で
の
町
・
県
民
税(

所
得

割)

か
ら
控
除
で
き
る
措
置
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
以
降
、
町
・
県
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
告
が

必
要
で
す
。

対
象
者
は
？

税
源
移
譲
前
に
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
適
用
を
受
け
て
い
た
平
成
18

年
末
ま
で
の
入
居
者
で
、次
の
①
、

②
を
比
較
し
て
少
な
い
額
か
ら
平

成
19
年
分
の
所
得
税
額(

住
宅
借

入
金
特
別
控
除
の
適
用
が
な
い
も

の
と
し
た
税
額)

を
差
し
引
い
た

控
除
残
額
が
あ
る
人
。

①
平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

②
平
成
19
年
分
の
課
税
総
所
得
金

額
、
課
税
退
職
所
得
金
額
及
び

課
税
山
林
所
得
金
額
に
平
成
18

年
分
の
税
率
を
適
用
し
た
場
合

の
所
得
税
額(

住
宅
借
入
金
特

別
控
除
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
税
額)

申
請
書
は
ど
こ
で
も
ら
え
ま
す
か
？

町
で
は
、
平
成
18
年
分
の
確
定

申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
よ
り
「
住

宅
借
入
金
特
別
税
額
控
除
額
」
が

あ
る
方
に
申
告
書
・
記
載
要
領
な

ど
を
１
月
下
旬
に
郵
送
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
郵
送
で
届
か
な
い

場
合
も
対
象
者
で
あ
れ
ば
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
書
は

役
場
窓
口
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
先
は
ど
こ
で
す
か
？

役
場
窓
口
税
務
課
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
確
定
申
告
書
を
税

務
署
へ
提
出
す
る
場
合
は
、
一
緒

に
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
分
の
申
告
内

容
に
よ
り
申
告
書
の
様
式
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
調
整
済
み
の
給
与
収
入
の

み
で
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な

い
人

町
・
県
民
税
住
宅
借
入
金
特
別
税

額
控
除
申
告
書(

給
与
収
入
の
み

を
有
し
て
お
り
確
定
申
告
書
を
提

出
し
な
い
納
税
者
用)

提
出
期
限

３
月
17
日(

月)

ま
で

提
出
場
所

役
場
窓
口
税
務
課

▼
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

町
・
県
民
税
住
宅
借
入
金
特
別
税

額
控
除
申
告
書(

確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
納
税
者
用)

提
出
期
限

３
月
17
日(

月)

ま
で

提
出
場
所

役
場
窓
口
税
務
課
、

ま
た
は
確
定
申
告
書

と
共
に
提
出
す
る
場

合
は
、
税
務
署
で
も

提
出
で
き
ま
す
。

地
震
へ
の
備
え
に
対
す
る
自
助

努
力
を
支
援
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
損

害
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
末
ま

で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
料

に
つ
い
て
は
従
前
の
損
害
保
険
料

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
地
震
保
険
料

自
己
ま
た
は
配
偶
者
そ
の
他
の

親
族
が
所
有
し
て
い
る
家
屋
、
家

財
の
う
ち
一
定
の
も
の
を
保
険
や

共
済
の
目
的
と
し
、
か
つ
、
地
震

や
噴
火
を
原
因
と
す
る
地
震
等
災

害
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
資
産
に
つ

い
て
生
じ
た
損
失
の
額
を
補
て
ん

す
る
保
険
金
ま
た
は
共
済
金
が
支

払
わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係

る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
ま

た
は
掛
金
。

地
震
保
険
料
控
除
の
額

所
得
税

支
払
っ
た
保
険
料
の
全

額(

最
高
５
万
円)

町
・
県
民
税

支
払
っ
た
保
険
料
の
２

分
の
１(

最
高
２
万
５

千
円)

※
平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た

長
期
損
害
保
険
契
約
で
地
震
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
で
も
、
平
成
19
年
以
後
も

従
来
ど
お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
別
契
約
の

地
震
保
険
料
控
除
と
併
せ
て
受

け
る
場
合
は
長
期
損
害
保
険
契

約
に
関
す
る
控
除
額
は
１
万
円

(

所
得
税
は
１
万
５
千
円)

が
限

度
と
な
り
、
全
体
で
２
万
５
千

円(

所
得
税
は
５
万
円)

が
限
度

額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
つ

の
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
長
期

損
害
保
険
契
約
と
地
震
保
険
契

約
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
選
択
に
よ
り
ど
ち
ら
か
一

方
で
控
除
額
を
計
算
し
ま
す
。

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
の
人(

昭
和
15
年
１
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人)

で
、
前
年

の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

に
適
用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置

が
平
成
18
年
度
課
税
分
以
降
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
急
激
な
税
負
担
を

軽
減
す
る
経
過
措
置
と
し
て
、
平

成
18
年
度
に
は
税
額
の
３
分
の

２
、
平
成
19
年
度
に
は
税
額
の
３

分
の
１
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
度
に
は
こ
の
経
過

措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額

(

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額)
の

特
例
制
度
が
で
き
ま
し
た

地
震
保
険
料
控
除
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税

措
置
廃
止
の
経
過
措
置
が

な
く
な
り
ま
す

平
成
20
年
度 

町
・
県
民
税 

こ
こ
が
か
わ
り
ま
す 

〈
納
税
表
彰
〉

藤
枝
地
区

税
務
推
進
協
議
会
長
表
彰

藤
枝
酒
類
行
政
連
絡
協
議
会
長

橋
本
謹
嗣

の
り
つ
ぐ

さ
ん(

岡
部)

酒
連
協
会
長
と
し
て
、
酒
類

業
界
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
し

税
務
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

国
税
長
官
感
謝
状

「
初
亀
醸
造
」
は
、
明
治
30
年

代
の
酒
税
行
政
や
酒
造
経
営
の

様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
租
税
資

料
を
税
務
大
学
校
に
寄
贈
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
税
庁
長
官
か

ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
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◆
地
域
の
ア
ン
テ
ナ

日
頃
の
生
活
の
中
で
、
住
民
が

困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
問
題
と
感

じ
て
い
る
こ
と
は
何
か
と
い
つ
も

気
に
か
け
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
相
談
相
手

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

◆
情
報
提
供

行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
行
っ
て
い
る
社
会
福
祉
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
機
会
の

あ
る
ご
と
に
住
民
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
地
域
の
パ
イ
プ
役

援
助
が
必
要
な
人
の
た
め
に
、

行
政
機
関
・
施
設
・
団
体
な
ど
と

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

◆
調
整
役

状
況
に
応
じ
て
、
常
に
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
ま

す
。

◆
地
域
の
支
援
者

常
日
頃
か
ら
、
地
域
住
民
の
状

況
を
把
握
し
、
必
要
な
人
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
の
代
弁
者

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や

改
善
策
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、

必
要
に
応
じ
て
「
民
生
・
児
童
委

民
生
・
児
童
委
員
の
役
割

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」(

以
下

民
生
・
児
童
委
員)

は
、
厚
生
労
働

大
臣
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
公
務
員
で
す
。

各
地
域
に
く
ま
な
く
配
置
さ
れ
、

一
人
ひ
と
り
が
担
当
地
区
を
持
ち
、

そ
の
区
域
を
中
心
に
活
動
を
行
い

ま
す
。
現
在
、
町
内
に
26
人（
お
お

む
ね
各
町
内
会
に
一
人
）の
民
生
・

児
童
委
員
が
い
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員
は
、
地
区
を

こ
ま
め
に
回
り
、
い
つ
も
住
民
の

生
活
上
の
問
題
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
地
域
に
住
む
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
適
切

な
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

住
民
自
身
の
問
題
解
決
に
向
け
た

自
立
支
援
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

横添・岡部台地区担当

小長谷武次さん

内二第一地区担当

岡田　健さん

廻沢・川原町地区担当

塚本義彦さん

内一地区担当

鈴木みすゑさん
岡部・天神前地区担当

大野賢三さん
内一地区担当

小林延子さん
岡部地区担当

石田輝美さん
内二第二地区担当

大須賀稔さん

旭ヶ丘地区担当

神谷喜美代さん
山東地区担当

横山鑛一さん
本郷第一地区担当

金原敦子さん
本郷第二地区担当

山口良成さん
内二第三地区担当

望月秀一さん
三輪地区担当

牧田一夫さん

民
生
委
員
・

児
童
委
員

民
生
委
員
・

児
童
委
員

12月６日、保健福祉センター「きすみれ」にて民生・児童委員委嘱状伝達式が行われま
した。民生・児童委員は、地域住民の生活上の問題把握に努める住民にとって最も身近な相
談相手・支援者です。民生・児童委員に就任した26人と主任児童委員２人を紹介します。

町保健福祉課福祉グループ　　667-3415

26人の民生委員・児童委員と２人の主任児童委員が決まりました

E-mail

任　期 平成19年12月１日～平成22年11月30日
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支え合う地域づくり 

私 相 ご 談 た ち に く だ さ い 

員
協
議
会
」(

以
下
民
児
協)

を
通

し
て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提

起
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
の

た
め
に
、
地
域
や
家
庭
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
児
童
問
題
に
取
り

組
み
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
中
で

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
、
お

年
寄
り
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
心
身
の
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
、
自
分
の
力
だ
け
で
は

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な

人
も
い
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員
は
、
こ
の
よ

う
な
人
た
ち
の
日
々
の
生
活
を
見

守
り（
安
否
確
認
）、
必
要
に
応
じ

て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供

さ
れ
る
よ
う
、
持
続
し
た
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
民
生
・
児

童
委
員
一
人
が
担
う
の
で
は
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に

よ
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
協
力
が

必
要
で
す

主
任
児
童
委
員
は
、
担
当

地
区
を
も
つ
児
童
委
員
と
は

別
に
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

事
項
を
専
門
的
に
担
当
す
る

児
童
委
員
と
し
て
、
平
成
６

年
１
月
１
日
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

職
務
は
、
児
童
委
員
活
動

に
つ
い
て
児
童
・
福
祉
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
を
担

当
す
る
児
童
委
員
と
協
力
し
、

要
援
護
児
童
・
家
庭
な
ど
へ

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

小園・青羽根地区担当

北澤信子さん
宮島地区担当

宮崎清子さん

池野弘子さん 片山千鶴子さん

殿地区担当

前島和美さん
新舟地区担当

尾村悦子さん
羽佐間地区担当

小柳津茂弘さん
玉取地区担当

増本忠彦さん

村良地区担当

山田京子さん
子持坂・入野地区担当

稲田　稔さん
オレンジ地区担当

倉田　宏さん
向原・やよい地区担当

伊東英俊さん
三輪地区担当

川原和恵さん
桂島地区担当

澤山ひさ江さん

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
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「
第
61
回
二
紀
展
２
０
０
７
」
彫
刻
部
門

で
、
八
木
数
幸
さ
ん(

村
良)

の
作
品
が
入

選
し
ま
し
た
。
作
品
は
、
流
木
を
出
来
る

だ
け
加
工
し
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て
制

作
さ
れ
た
木
製
の
「
マ
レ
ー
バ
ク
」
で
、

国
立
新
美
術
館(

東
京
都)

に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

八
木
さ
ん
は
、
木
材
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
動
物
を
集
め
た
動
物
園
「
Ｚ
ｏ
ｏ
し

ず
お
か
」
を
毎
週
日
曜
日
に
開
園
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
八
木
さ
ん
の
作
品
は
、
あ

さ
ひ
な
保
育
園
や
岡
部
聖
母
幼
稚
園
、
岡

部
聖
母
保
育
園
に
も
置
か
れ
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

入
選
作
品
が
国
立
新
美
術
館
に
展
示

〜
第
61
回
二
紀
展
２
０
０
７
〜

▼入選作品と松谷さん

徳
島
県
で
行
わ
れ
た
「
第
22
回
国
民
文
化

祭
・
と
く
し
ま
２
０
０
７
」
美
術
展
美
術
工

芸
部
門
で
、
松
谷
和
子
さ
ん(
オ
レ
ン
ジ)

の

作
品
が
徳
島
県
文
化
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
作
品
は
藍
の
古
布
を
裂
い
て
織
り

上
げ
た
裂
織
の
「
藍
の
記
憶
Ⅰ
」。
１
年
半
か

け
て
織
り
上
げ
、
海
の
底
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

作
品
で
す
。

松
谷
さ
ん
は
全
国
規
模
の
公
募
展
で
は
５

回
目
の
入
選
。「
国
民
文
化
祭
は
２
年
後
に
静

岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
文
化
祭
・

と
く
し
ま
の
全
国
公
募
を
知
り
、
亡
く
な
っ

た
弟
へ
の
思
い
を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
文
化
協
会
会
長
賞
を
受
賞

〜
第
22
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
０
７
〜

タウンニュース タウンニュース Town News
▼入選作品と八木さん

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０

７
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会(

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
種
目)

」
に

岡
部
町
の
「
ラ
ッ
キ
ー
ズ
」
よ
り
増
井
光

子
さ
ん(

内
二
第
二)

、
澤
田
東
介
さ
ん(

青

羽
根)

、
村
松
雅
恵
さ
ん(

新
舟)

の
３
人
が

出
場
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
参

加
す
る
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、「
ラ
ッ
キ
ー
ズ
」
は
ブ
ロ
ッ

ク
Ⅲ
で
３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
多
く
の
人

と
交
流
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岡
部
町
「
ラ
ッ
キ
ー
ズ
」
静
岡
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場

〜
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
〜

11

12

11/

▼増井さん(前列右)、澤田さん(後列左)、村松さん(前列中央)

藤
枝
市
民
体
育
館
に
て
交
通
安
全

リ
ー
ダ
ー
育
成
子
供
自
転
車
大
会
が

行
わ
れ
、
岡
部
町
か
ら
は
岡
部
小
学

校
５
年
生
が
出
場
し
、
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

自
転
車
大
会
は
、
競
技
を
通
じ
交
通
に

つ
い
て
の
興
味
と
関
心
を
高
め
、
交
通
事

故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
競
技
は
、
１
チ
ー
ム
６
人

で
構
成
さ
れ
、
学
科
テ
ス
ト
と
実
技
テ
ス

ト
の
合
計
点
を
競
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は
、

放
課
後
な
ど
を
利
用
し
て
練
習
を
重
ね
た

成
果
を
、
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

岡
部
小
学
校
５
年
生
が
３
位
入
賞

〜
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
育
成
子
供
自
転
車
大
会
〜

７12/

▼左折の合図を出す選手

〜
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Check http://www.town.okabe.shizuoka.jp
岡部町ホームページアドレス 

東
京
九
段
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
、
財
団
法
人
日
本
遺
族

会
の
創
立
60
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
岡
部
町
遺
族
会
女
性
部
長
の
高
橋
静
子

さ
ん(

内
一)

が
日
本
遺
族
会
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
長
く
岡
部
町
遺
族
会
や
静

岡
県
遺
族
会
の
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
の
お
こ

と
ば
も
あ
り
、
受
賞
者
の
活
動
の
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
遺
族
会
会
長
表
彰
を
受
賞

2711/

▼日本遺族会会長表彰を受賞した高橋さん

し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル
「
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
」
に
て
静
岡
県
統
計
功
労
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
統
計
調
査
員
の
澤
崎

雪
子
さ
ん(

玉
取)

が
統
計
功
労
知
事
褒
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

澤
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
国
勢
調
査
や

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調

査
な
ど
、
昭
和
59
年
か
ら
数
々
の
統
計
調

査
に
指
導
員
、
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ

ま
し
た
。
統
計
調
査
で
は
、
迅
速
適
確
な

調
査
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
統
計
行
政
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

澤
崎
さ
ん
が
静
岡
県
統
計
功
労
知
事
褒
賞
を
受
賞

〜
平
成
19
年
度
静
岡
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
〜

3011/

▼統計功労知事褒賞を受賞した澤崎さん

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
と
、
10
月

１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
合
計
１
２
３
日

間
、
岡
部
町
自
治
会
別
セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、起
因
者
の
部
で
第
２
自
治
会
、

違
反
者
の
部
で
第
７
自
治
会
、
総
合
の
部
で

第
３
自
治
会
が
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
期
間
中
、
町
内
に
お
け
る

起
因
者
の
人
身
事
故
は
20
件
、
物
損
事
故
は

27
件
、
違
反
は
84
件
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
を
撲
滅
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
飲
ん

だ
ら
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
を
呼
び
か

け
、
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

第
３
自
治
会
が
総
合
の
部
で
１
位

〜
岡
部
町
自
治
会
別
セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
〜

朝
比
奈
第
一
小
学
校
の
５
、
６
年

生
35
人
を
対
象
に
「
動
物
愛
護
教
室
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
ポ
」
の
メ
ン
バ

ー
と
獣
医
師
が
講
師
と
な
り
、
動
物
愛
護

精
神
の
高
揚
と
、
犬
と
の
安
全
な
接
し
方

を
学
び
事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
実
際
に
犬
に
触
れ
た
り

遊
び
な
が
ら
、
犬
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
犬
の
立
場
に
な
っ
て
接
す
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

児
童
の
多
く
は
愛
護
教
室
を
通
し
て
、

怖
が
り
な
が
ら
も
動
物
に
徐
々
に
慣
れ
、

楽
し
く
犬
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

仲
良
く
し
よ
う
ね

〜
動
物
愛
護
教
室
〜

1112/

▼犬との接し方を学ぶ児童▼総合の部で１位となった第３自治会
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できなくても、当たり前？うまくでき
れば、男前！ほんのちょっとした気配
り・しぐさ・言葉づかいで、あなたもた
ちまち男前になれる！
マナーのプロが、女性の目線からマン
ガとイラストでやさしく解説。

開館時間　午前９時～午後５時 
�667-3755

おすすめの本 新着図書のご案内

図書館カレンダーと　き 毎月第１・３土曜日
時　間 午前10時～11時
ところ 図書館幼児コーナー
１月５日「ぬぬぬぬぬ」

(五味太郎／偕成社)ほか
１月19日「もじゃもじゃしたものなーに？」

(長新太／講談社)ほか
２月２日「ぴょんぴょんぴょんのかばんです」

(香山美子／新日本出版社)ほか

土曜おはなし会

「男前のお作法」 尾塚理恵子／著

嫁と姑、妻と夫、継母、山姥…。昔話
の中から女の話を集めて紹介する。今よ
りも辛い立場で厳しく躾られた昔の女
性。弱さも強さも、ずるさも賢さも含め、
女として、主婦として、母として生きて
いくための知恵が詰まった１冊。

「女の底力」 藤田浩子／著

書　　　名
桜庭一樹読書日記 ―少年になり本を買うのだ。―
四国八十八ヵ所めぐり
私訳歎異抄
松下幸之助一日一話
人妻魂
焼津流平和の作り方
６０歳からの仕事ガイド
「贈り物美人」になるマナー術
ひとり誰にも看取られず
高齢犬のキモチがわかる本
金尽剣法―浮雲十四郎斬日記―
楽園　上・下
予定日はジミー・ペイジ
沈底魚
幻香
花の回廊（流転の海　第５部）
点と線のひみつ
街で見かけるナゾの機械・装置のヒミツ
中村俊輔世界をかける背番号１０
牧場犬になったマヤ
都会（まち）のトム＆ソーヤ　５
水銀奇譚
ペンギンかんそくたい
のんのんばあ　おばけどろぼう
なんだろう？
さかさのこもりくんとこふくちゃん

一
般
向
け
の
本

こ
ど
も
む
け
の
ほ
ん

著　者　名
桜庭　一樹
宮崎　建樹
親鸞
松下　幸之助
嵐山　光三郎
ビキニ市民ネット焼津
上田　信一郎
近藤　珠實
ＮＨＫスペシャル取材班
星野　早百合
鳥羽　亮
宮部　みゆき
角田　光代
曽根　圭介
内田　康夫
宮本　輝
瀬山　士郎
造事務所
矢内　由美子
中島　晶子
はやみね　かおる
牧野　修
斉藤　洋
水木　しげる
いもと　ようこ
あきやま　ただし

休館日

図書整理日（休館）

おはなし会

「
町
民
セ
ン
タ
ー
お
か

べ
」
と
「
い
き
い
き
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
会
場
に
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
読
書
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
勢
の
親
子
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
、
大
型
絵
本
や
手
あ

そ
び
、
人
形
劇
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
お
話
の
世
界
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

▼「あわてんぼうのサンタクロース」を皆で合唱

1612/

岡
部
中
学
校
体
育
館
に
て

町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
か

ら
20
チ
ー
ム
１
３
０
人
が
参
加

し
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
得
点
が
入
る
た

び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
最

後
ま
で
勝
負
を
あ
き
ら
め
な
い
プ

レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
各
コ
ー

ト
を
制
し
、
志
太
大
会
に
出
場
す

る
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ラ
ッ
キ
ー
ズ
Ａ
（
Ａ
コ
ー
ト
１
位
）

ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
ズ
（
Ｂ
コ
ー
ト
１
位
）

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ⅱ
（
Ｃ
コ
ー
ト
１
位
）

ラ
ッ
キ
ー
ズ
Ｂ
（
Ｄ
コ
ー
ト
１
位
）

村
良
（
Ｃ
コ
ー
ト
２
位
）

▼のびのびと明るくプレーする選手

９12/

★14日は成人の日のため開館し、
15日に休館
★22日は、図書整理日で休館

2008年　１月
金
4

11
18
25

日

6
13
20
27

土
5

12
19
26

月

7
14
21
28

火
1
8

15
22
29

水
2
9

16
23
30

木
3

10
17
24
31

心
豊
か
に
な
っ
て
ね〜

ク
リ
ス
マ
ス
読
書
会
〜

★11日は、建国記念日で開館
12日が休館
★26日は、図書整理日で休館

2008年　２月
水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

日

3
10
17
24

土
2
9

16
23

金
1
8

15
22
29

火

5
12
19
26

月

4
11
18
25

気
軽
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
交
流

〜
岡
部
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〜



第17回 生涯学習 
フェスティバル 
生涯学習 
フェスティバル 
生涯学習 
フェスティバル 
　今年度も生涯学習教室での学習成
果を発表する「生涯学習フェスティバ
ル」が開催されます。各種体験コーナ
ーや展示、岡部おはなしの会による紙
芝居、スタンプラリー（花の苗プレゼ
ント）などを行います。 
　また、午後３時からは柳田邦男氏の
講演会も開催します。（要整理券） 

と　き　１月27日(日)午前10時～午後３時 
ところ　町民センターおかべ 
体験：フラワーアレンジメント、花のある生活、アルパ、 
　　　絵てがみ、絵画、おかし作り、裂き織り、布ぞうり、 
　　　朝比奈和紙、ステンドグラス 
展示：小中学校作品、フラワーアレンジメント、 
　　　花のある生活、絵てがみ、絵画、裂き織り 

15

《大ホールのご案内》
※12月５日現在

１月19日(土)

コールファミーユ
新春コンサート

コールファミーユ(佐藤) 667-0629

１月27日(日)

柳田邦男文化講演会

町教育委員会　　667－3755

２月９日(土)

第９回岡部町社会福祉大会

町社会福祉協議会　　667-3422

第
24

回
国民
文化祭しずおか

2009

平
成

21年10月24日～
11

月
８
日

E-mail

E-mail

E-mail

松谷卓 
ピアノコンサート2008
松谷卓 
ピアノコンサート2008
松谷卓 
ピアノコンサート2008

2/ 前売り券好評発売中!!

土 23  開場　 午後６時 

 開演　 午後６時30分 

ところ　町民センターおかべ大ホール 

　テレビ番組「大改造！劇的ビフォー
アフター」の音楽でおなじみの岡部町
出身の作曲家、松谷卓さんが岡部町に
帰ってきます。ふるさとで奏でる心温
まるメロディーをご堪能ください。 

　テレビ番組「大改造！劇的ビフォー
アフター」の音楽でおなじみの岡部町
出身の作曲家、松谷卓さんが岡部町に
帰ってきます。ふるさとで奏でる心温
まるメロディーをご堪能ください。 

♪チケット♪ 
 前売券 3,000円　当日券 3,500円 

窓口販売：町民センターおかべ 大ホール 

電話予約：　 667-5056　または　　648-0092 

　 町教育委員会　　667-3755

全席指定 
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休
　
み

３
勤
１
休
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

年
末
年
始

資
　
格

要
普
通
免
許
　
未
経
験
者
歓
迎

待
　
遇

交
通
費
規
定
支
給
、
有
給
休
暇
あ
り
　

各
種
保
険
完
備
、
車
通
勤
可

勤
務
地

玉
露
の
里

茶
の
華
亭

※
電
話
連
絡
後
、

履
歴
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

玉
露
の
里

６
６
８-

０
０
１
９

平
成
20
年
春
山
行
き
苗
木(

植
林
用
苗
木)

の
申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

配
布
苗
木

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

手
続
方
法

植
栽
地
の
地
番
・
地
目
を
確
認
し
、

役
場
産
業
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
産
業
課
へ
　

提
出

申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
25
日(

金)

ま
で

※
地
目
が
山
林
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
地
へ
の
植
林
は
、
農
振
の

除
外
・
農
地
法
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

役
場
産
業
課
農
林
振
興
担
当

６
６
７-

３
４
１
６

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

町
内
に
事
業
用
資
産(

自
己
の
使
用
す
る
も

の
だ
け
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る
も

の
を
含
む)

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
窓
口
税

務
課
ま
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

１
月
31
日(

木)

ま
で

役
場
窓
口
税
務
課
資
産
税
担
当

６
６
７-

３
４
１
３

第
９
回(

２
０
０
８
年)

静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
に
向
け
た
練
習
参
加
者
募
集
！

〜
Ｌ
ａ
ｓ
ｔ
Ｒ
ｕ
ｎ
　
未
来
に
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
〜

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

岡
部
町
チ
ー
ム
は
、
第
９
回
静
岡
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
を
目
指
し
、
練
習
を
再
開

し
ま
す
。
岡
部
町
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
大
会

出
場
を
目
指
し
、
練
習
へ
の
参
加
を
希
望
す
る

選
手
候
補
者
と
、
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日

１
月
12
日(

土)

〜

毎
週
土
曜
日
の
週
１
回

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ

巨
石
の
森
公
園
多
目
的
広
場

町
駅
伝
実
行
委
員
会
事
務
局

(

町
教
育
委
員
会
内)

６
６
７-

３
７
５
５

玉
露
の
里
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

仕
事
内
容

厨
房
調
理
員

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
つ
い
て

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

先
に
、
町
内
会
長
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
布

し
て
お
り
ま
す
が
、
用
紙
が
届
か
な
い
人
で
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
要
件

を
満
た
す
対
象
の
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

①
昭
和
63
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
10
ａ
以
上
の
農
地
の
耕
作
者
お
よ
び
そ
の
家

族
で
１
年
に
60
日
以
上
農
耕
に
従
事
す
る
人

提
出
方
法

１
月
15
日(

火)

ま
で
に

岡
部
町
農
業
委
員
会
へ
提
出

※
申
請
書
の
な
い
人
は
産
業
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
選
挙
管
理
委
員
会(

役
場
総
務
課
内)

６
６
７-

３
４
１
１

町
農
業
委
員
会(

役
場
産
業
課
内)

６
６
７-

３
４
１
６

今
月
は
水
道
の
検
針
月
で
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

町
の
水
道
検
針
は
隔
月（
奇
数
月
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
は
出
入
り
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
し
て
つ
な
い
で
お
い

て
く
だ
さ
い
。

役
場
生
活
水
道
課

６
６
７-

３
４
１
８

町
職
員
人
事
異
動
（
12
月
26
日
付
け
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

【
課
長
級
】

企
画
財
政
課
長
兼
合
併
担
当
課
長

（
企
画
財
政
課
担
当
課
長
・
合
併
担
当
）

朝
比
奈
利
幸

【
退
職
者
】

室
賀
保
成
（
企
画
財
政
課
長
）

※（

）内
は
旧
任

募
　
　
集

お
知
ら
せ

E-mail

E-mail E-mailE-mail

E-mail

玉露娘

岡部慕情

広告 広告

E-mail

E-mail



と　き　２月10日(日) 
　　　　午前９時～午後３時30分 
ところ　いきいき交流センター 
 
○問　いきいき交流センター 
　 　668-0860

－げんき・やすらぎ・夢　いっぱい－ 

第11回 

祭 り 

ふるさと 朝比奈 

いきいき 

そのほかに 
・絵画や写真などの展示 
・お茶処（玉露・抹茶） 
・茶手揉み体験 
・朝比奈和紙の紙漉き体験 
・手作りパンの販売 
　　　　　　　　　　など 

　毎回、多くの皆さんにお集まりいただく「いきいき祭り」を
今年も開催します。ぜひお楽しみください。 
　恒例となりましたステージ発表、地元物産の販売、チャリテ
ィーバザー、無料サービス（豚汁、甘酒、綿菓子、お茶すくい）な
ど、盛りだくさんで行われます。抽選でプレゼントもあります。
ご家族そろってお越しください。 
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大
旅
籠
柏
屋
年
中
行
事「
節
分
」を
開
催
し
ま
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

と
　
き

２
月
３
日(

日)

午
前
11
時
〜
／
午
後
１
時
〜

内
　
容

応
募
の
あ
っ
た

年
男
年
女
に
よ
る

豆
ま
き
　
ほ
か

大
旅
籠
柏
屋

６
６
７-

０
０
１
８

岡
部
町
消
防
団
出
初
式
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

岡
部
町
消
防
団
出
初
式
で
は
、
旧
東
海
道

(

小
坂
バ
ス
停
付
近)

か
ら
岡
部
小
学
校
ま
で
、

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き

１
月
６
日(

日)

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

※
交
通
規
制
は
午
前
８
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で

役
場
総
務
課
消
防
防
災
グ
ル
ー
プ

６
６
７-

３
４
１
１

催
　
　
し

窓口税務課からのお知らせ

■２月の町税等納期
納付期限 ２月５日(火)
納付税目 国民健康保険税(第９期)

介護保険料(第９期)
汚水使用料(１月分)
農業排水使用料(１月分)

・口座振替を利用する人は、前日までに
預金残高を確認してください。
・納付書を利用する人は、忘れずに納付
しましょう。
役場窓口税務課徴収グループ
667-3413

■毎週木曜日は『夜間納税相談日』
「仕事が終わった後に納付できないか」

「未納の税について相談したい」など、納税
に関するさまざまな相談を行っています。
気軽にお立ち寄りください。
相談日 毎週木曜日（祝日を除く）
相談時間 午後８時まで
役場窓口税務課徴収グループ
667-3413

■年金相談
《平日》
と　き １月16日（水）

２月５日（火）
時　間 午前10時～正午、午後１時～３時
ところ 役場１階会議室
《休日》
と　き　１月12日（土）

２月９日（土）
時　間 午前９時30分～午後４時
ところ 島田社会保険事務所
※社会保険事務所への年金記録照会の申
請については、役場窓口でも受け付け
ることができます。委任状などが必要
になる場合がありますので、詳しくは
担当までお問合せください。
役場窓口税務課国保年金グループ
667-3413

E-mail

E-mail

E-mail

E-mail E-mail

どし どし どし どし どし どし ご応募ください。 ご応募ください。 

1段（5cm×18cm） 

5,000円 

広報おかべに広告を掲載してみませんか？ 

「主に町内で活動している団体やサークル」 
「わが子・わが孫（3歳児未満）」を 
広報おかべに掲載してみませんか？（無料） 

1枠（5cm×9cm） 

3,000円 

役場総務課広報情報グループ　　６６７－３４１１ 

１月の 

五智如来公園にて 
午後１時～４時まで １月８日（火） 

広告
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直接静岡中央高校の窓口で
請求するか、返信用封筒(角
１封筒に住所・氏名を明記
の上、240円切手を貼って
ください)を同封のうえ、郵
便で請求してください。

〒420-8502
静岡市葵区城北２丁目29－１　　
静岡県立静岡中央高等学校
通信制課程「願書配付係」
209-2431

放送大学平成20年
４月入学生募集！
━━━━━━━━━━━
放送大学は、テレビやラジオの放

送を利用して授業を行う通信制の大
学です。心理学・福祉・経済・歴
史・文学など、幅広い分野を学べま
す。世代、職業を問わず多くの方が
学んでいます。
募集期間 ２月29日(金)まで

放送大学静岡学習センター
055-983-0361

岡部聖母保育園子育て支援活動
━━━━━━━━━━━━━━━━━
親と子どものコミュニケーション

を図る場を設ける「子育て支援活動」
を実施しています。
対　象 ５歳児までのお子さん
と　き ２月６日(水)、３月５日(水)
ところ 岡部聖母保育園
活動内容 絵本や紙芝居の読み聞かせ、

リズム遊び、散歩など
※園庭開放を毎月２回行っています。

岡部聖母保育園
667-0232

緊急時 頼れるあなたの 110番
━━━━━━━━━━━━━━━━━
１月10日は「110番の日」です。

事件事故や不審者などを見たり、聞
いたりした時は迷わず110番通報を
してください。
なお、県内からの110番は、すべ

て「110番センター静岡」で受理し
ますので、市町名からお話ください。
（一部携帯電話を除く）
110番は緊急通報専用電話です。

緊急でない要望や相談、照会などは
次の相談窓口をご利用ください。
◇県警ふれあい相談室

（犯罪、事件、事故、少年非行）
254-9110
♯9110

◇性的犯罪被害110番
0120-783-870

◇暴力相談専門電話
0120-548-930

◇少年サポートセンター
（少年に関する相談）
0120-783-410
藤枝警察署
641-0110

第４回危険物取扱者試験
━━━━━━━━━━━━━━━
と　き ２月17日(日)
ところ 静岡産業大学情報学部など

県下６会場
種　類 乙種４種、丙種
受付期間 １月４日(金)～11日(金)
※受験料や試験案内など、詳しくは
各消防署に備え付けの受験申込書
をご覧ください。
藤枝市消防本部予防課
641-5000

不動産、商業・法人登記の
オンライン申請が始まりました
━━━━━━━━━━━━━━━━━
静岡地方法務局藤枝出張所では、不
動産および商業・法人の登記申請をイ
ンターネットでも受け付けています。
また、登記申請とともに登記事項証明
書もオンライン申請が可能です。（証
明書の交付は郵送になります）
オンライン申請の開始に伴い、不動
産登記については、従来の「登記済証
(権利証)」は廃止されますが、オンラ
イン申請においても利用可能な本人確
認手段として「登記識別情報」を、ま
たすべての登記について「登記完了証」
を交付します。なお、従来の書面によ
る登記申請も引き続き受け付けます。
詳しくは法務省オンライン申請シス
テムのホームページをご覧ください。
http://shinsei.moj.go.jp/
静岡地方法務局藤枝出張所
641-1158

回収します！あなたの家の古い電話帳
━━━━━━━━━━━━━━━━━
ＮＴＴ西日本では地球環境保護の

ため、古くなった電話帳を積極的に
回収して、資源のリサイクルを図っ
ています。
新しい電話帳(１月中にお届け予

定)を受け取られた際に、ご不要と
なった古い電話帳を配達員にお渡し
ください。
また、配達当日に不在の場合は、後
日改めて回収に伺いますので、タウン
ページセンタまでご連絡ください。
ご協力をお願いします。
タウンページセンタ
0120-506-309

静岡県冬期福祉就職相談会
━━━━━━━━━━━━━━━━
と　き ２月３日(日)
ところ グランシップ
対　象 福祉職場に就職を希望する人

(一般および学生)
時　間 午後１時～４時
内　容 就職面接、求職登録の相談
参加費 無料
申込み 電話またはＦＡＸで社会福

祉人材センターまで
静岡県社会福祉協議会
社会福祉人材センター
271-2110
272-8831

第30回静岡県ボランティア研究集会
━━━━━━━━━━━━━━━━━
と　き ２月９日(土)

午前10時～午後４時45分
ところ グランシップ
内　容 講演会、分科会　ほか

【基調講演】講師：池田香代子氏
(作家・翻訳家)

定　員 350人(先着順)
参加費 一般1,500円　学生1,000円
申込み 申込用紙に必要事項を記入

の上、ＦＡＸにて
申込期限 １月21日(月)まで

静岡県ボランティア協会
255-7357
254-5208

精神保健福祉総合相談
━━━━━━━━━━━━━
受付時間 午後１時～（要予約）
ところ 中部健康福祉センター相談室
内　容 精神保健相談、酒害相談、

老人精神保健相談

中部健康福祉センター障害福祉課
644-9279

日　程 担当病院名
１月23日(水) 焼津市立病院
２月12日(火) 焼津病院
２月27日(水) 藤枝駿府病院
３月12日(水) 焼津市立病院

HP

FAX

FAX
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新春講演会「これからの日本」
━━━━━━━━━━━━━━━━━
報道現場の視点から見て、この厳し
い時代を乗りきるためにできることな
ど、わかりやすくお話いただきます。
と　き １月30日(水)

午後３時～４時30分
ところ 小杉苑
講　師 黒岩祐治氏

(「報道2001キャスター」)
定　員 200人
参加費 無料
申込み 商工会にある申込書に必要

事項を記入の上、FAXにて
岡部町商工会
667-0244
667-2719

看護師等再就業準備講習会のお知らせ
━━━━━━━━━━━━━━━━━
ナースセンターは、看護師の皆さ

んの再就職をお手伝いします。
対　象 未就業看護職および研修機

会が少ない勤務中の看護職
と　き ２月１日(金)、２日(土)、

４日(月)の３日間
午前９時30分から午後４時

ところ 静岡県看護協会会館
(エスパティオ３階)

内　容 【１日目】２月１日(金)
看護の魅力、最近の看護の動
向、仕事と生活の調和　ほか
【２日目】２月２日(土)
観察とバイタルサインの見
方、高齢者の看護　ほか
【３日目】２月４日(月)
注射および点滴と輸液管理
(演習を含む) ほか
※希望日のみの受講可能

定　員 20人

受講料 無料
申込方法 電話、メール、ＦＡＸにて

①氏名、②住所、③電話番
号、④年齢、⑤離職年数と
ともにナースセンターまで

申込期限 １月25日(金)まで
静岡県ナースセンター
202-1761
202-1762
shizuoka@nurse-center.net

就職基礎能力速成講座
━━━━━━━━━━━━━
社会人として通用する能力やマナ

ーを持った人材を育成する６日間(Ｐ
Ｃ基礎コースは８日間)の講座です。
【「YES-プログラム」習得コース】
【「就労体験」コース】
と　き ２月５日(火)～13日(水)

※９日(土)～11日(月)を除く
ところ LEC静岡本校(ペガサート)
【「PC基礎」コース】
と　き ２月５日(火)～15日(金)

※９日(土)～11日(月)を除く
ところ パレット(沼津市)または、

LEC浜松教室(マルHビル)
《以下共通》
対　象 ヤングジョブステーション

に利用登録またはハローワ
ークに求職登録をしている
おおむね35歳未満の求職
者で、就職相談の結果、受
講が必要だと認められた人
(学生は除く)

定　員 各20人
受講料 無料
申込み ヤングジョブステーション

または最寄りのハローワー
クまで

申込期限 １月28日(月)
静岡ヤングジョブステーション
284-0027
県就業支援総室雇用推進室
221-2825

まちづくりネットワークおかべ
活動発表会
━━━━━━━━━━━━━━━━━
１年間の活動の成果などを紹介し、
まちづくりネットワークおかべ加入
団体の活動を報告する発表会を行い
ます。
ぜひ、お越しください。
と　き １月26日(土)～２月３日(日)
ところ 町民センターおかべ ホワイエ
内　容 加入団体によるパネル展示
まちづくりネットワークおかべ
667-0985(大畑)

しずおか演劇祭実験劇場
ミュージカル「決定版・十一ぴきのネコ」
━━━━━━━━━━━━━━━━━
実験劇場は、障害者と健常者が役者
魂をぶつけあう演劇を続けています。
と　き ２月23日(土)

午後１時～／午後６時～
２月24日(日)
午前11時30分～
午後３時30分～
※計４公演

ところ 静岡芸術劇場
(グランシップ内・東端)

入場料 大人　前売1,800円
当日2,000円

高校生以下　前売1,500円
当日1,700円

親子ペア券　前売3,000円
(ペア券のお子様は中学生以下)

実験劇場事務局
259-0791

県立静岡中央高等学校通信制課程
平成20年度新入生募集
━━━━━━━━━━━━━━━━━
応募資格 中学校卒業またはこれに準

じる人､高等学校中退および
本校への転学を希望する人

募集人数 1,000人
入学者選抜 書類審査
募集期間 ３月19日(水)～31日(月)

※志願者の別によって受付
日が異なります。募集要
項をご覧ください。

申込み 募集要項および入学願書は、

FAX

FAX

E-mail
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☆町民健康相談／一般希望者
と　き １月８日（火）、２月５日（火）

午前９時30分～11時30分

午後１時～３時30分

ところ 保健福祉センター１階「検診ルーム」

☆岡部町電話健康相談
相談内容 健康相談、育児相談、医療相談など

0120-860-373

※通話・相談無料、年中無休24時間受け付けます。

☆健康相談／一般希望者（成人）
と　き 毎週水曜日

午後１時30分～３時30分

ところ 保健福祉センター１階「検診ルーム」

☆栄養相談／一般希望者（要予約）
と　き 毎週木曜日

午前９時30分～11時30分

ところ 保健福祉センター「相談室」

☆心配ごと相談
と　き １月９日(水)、16日(水)、23日(水)、30日(水)

午後１時～４時

ところ 保健福祉センター

※２月６日(水)は弁護士による法律相談日です。(要予約)

☆結婚相談
と　き １月20日（日） 午後１時～３時

ところ 保健福祉センター

☆BCG／生後３カ月～６カ月未満
（ただし特別な理由がある場合３カ月未満でも接種でき
ます。ご相談ください）
と　き １月29日（火）
受付時間 午後１時15分～１時30分

☆２歳児よいこ教室／平成17年11月～平成18年１月生まれの子
と　き　１月18日（金）
受付時間 午後１時15分～１時45分　
☆１歳６カ月児健診／平成18年５月～７月生まれの子
と　き　２月15日（金）
受付時間 午後１時15分～１時45分　

注意事項 当日は、お子さんの健康状態が分かる人が
つれてきてください。

乳幼児健診・健康相談
ところ　保健福祉センター１階「検診ルーム」
持ち物　母子健康手帳、筆記用具

健康相談・そのほかの相談

♪ぴよぴよルーム♪
対　象 平成19年１月～平成19年７月生まれの子とその親

初妊婦の方
と　き １月８日(火) 午前10時～11時30分
ところ 子育て支援センター
内　容 「ハッピーチルドレン」

♪子育て広場（じゃんけんぽん）♪
対　象 子育て中の親子
と　き １月24日(木) 午前９時45分～11時30分
ところ 子育て支援センター
内　容 子育て講座「音楽コンサート」

講師：ECOモーション(大畑裕子代表)
持ち物 水筒

♪ちびっこルームの日♪
と　き １月10日(木)、17日(木)、31日(木)

２月７日(木)、14日(木)、28日(木)
午前10時～11時30分

ところ 保健福祉センター「ちびっこルーム」

子育て支援センター　�668-0200

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
１
月
の
予
定

予防接種
ところ　保健福祉センター１階「検診ルーム」
持ち物　予診票、母子健康手帳

（予診票は会場にも用意してあります）

１月・２月の休日歯科救急当番医　
診察時間：午前９時～正午

若林歯科医院
（藤枝水上）
�644-4646

奥村歯科医院
（大井川上泉）
�622-8448

駿河台井澤歯科
（藤枝駿河台２）
�644-1182

１月13日 １月14日 １月20日

岸村歯科医院
（藤枝郡）
�644-2501

パール歯科医院
（藤枝大東町）
�636-1253

１月27日 ２月３日
藤枝歯科

医師会事務局
�646-2270

○問

善意をありがとう
（11月６日～12月５日　敬称略）

〈現金〉
◎一般寄付者
岡部町身体障害者福祉会・・・・・・・・・・7,370円
手話サークル高草・・・・・・・・・・・・・3,000円
笑話会・・・・・・・・・・・・・・・・１万5,050円
岡部町赤十字奉仕団・・・・・・・・・・５万6,876円

◎生活改善
太田幸男・大畑祐康・金田計江 ３件・・・・計12万円

町社会福祉協議会　�667-3422

藤枝ライオンズクラブ献血運動
と　き １月８日（火）

午前９時30分～午後３時
ところ 役場駐車場横
＊皆さんのご協力をよろしくお願いします。
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　保健福祉センター 
「きすみれ」�667-3415
○問 

保健 
福祉 
保健 
福祉 
保健 
福祉 

ガ イ ド 

※緊急当番医は変更になる場合がありますので、当日の新聞（静岡、中日、毎日、朝日、読売）で確認してください。なお、（ ）内　
の住所は、藤枝市と焼津市および大井川町については、藤枝○○、焼津○○、大井川○○と表記してあります。

１月13日

１月14日

１月20日

１月27日

２月３日

月日
科目 外　科 内　科 眼　科 耳鼻咽喉科 その他

１月・２月の緊急当番医　診療時間：午前９時～午後５時（焼津地域の当番医は午前８時30分～午後５時）

花岡医院
（内谷）
�667-3323

大岩内科医院
（藤枝高岡１）
�636-0018

水上内科クリニック
（藤枝高柳２）
�634-1200

高橋医院
（藤枝下青島）
�647-0370

桜井医院
（大井川上新田）
�622-0122

高洲早川クリニック
（藤枝与左衛門）
�636-0021

長岡内科
（焼津西小川４）
�629-3205

すぎむらクリニック
（藤枝若王子３）
�647-7077

大持医院
（藤枝藤枝５）
�641-0651

鈴木内科医院
（藤枝茶町４）
�644-6960

青島北クリニック
（藤枝瀬古２）
�647-7707

川口内科
（藤枝八幡）
�644-3366

菅ヶ谷内科医院
（藤枝堀之内）
�641-2903

山の手クリニック
（焼津関方）
�620-1911

西焼津こども
クリニック
（焼津西焼津）
�626-0121

ハラダ城南医院
（藤枝田中３）
�647-1234

ともの眼科医院
（藤枝青葉町２）
�636-3044

柴田眼科
（焼津西小川２）
�626-8131

きむら眼科
（大井川上新田）
�622-5811

大住眼科医院
（焼津大住）
�623-0330

藤枝眼科クリニック
（藤枝青木２）
�647-7770

仲神医院
（焼津中新田）
�623-0805

あまの耳鼻咽喉科
クリニック
（藤枝田中３）
�646-3313

やいづ６丁目
耳鼻咽喉科
（焼津焼津６）
�620-6001

森耳鼻咽喉科
（藤枝大洲１）
�635-8687

吉田耳鼻咽喉科
医院

（焼津下小田）
�623-1187

いしかわレディース
クリニック
（藤枝平島）
�643-0311

はた医院
（藤枝田中３）
�645-2077

－

－

アイ・レディース
クリニック
（焼津坂本）
�620-1103

《
産
・
婦
》

《
泌
》

《
産
・
婦
》

藤枝平成記念病院
（藤枝水上）
�634-1230

神戸整形外科
（大井川宗高）
�622-3399

山�クリニック
（藤枝志太２）
�645-1211

山�クリニック
（藤枝志太２）
�645-1211

「第９回岡部町社会福祉大会」
を開催します

岡部町社会福祉協議会では、「３年に一度」、町民誰
もが健康で、心豊かに自立した生活が送れる地域社会
の実現に向け、決意を新たにしようと、「社会福祉大会」
を開催します。また、多年にわたり社会福祉の向上に
功績のあった方々に心から感謝の意を表すために表彰
も行います。
と　き ２月９日(土) 午後１時30分～午後４時
ところ 町民センターおかべ大ホール
対　象 どなたでも（入場無料）
内　容 【式典・表彰】午後１時30分～

【記念講演】 午後２時30分～
演題：『夢への努力は今しかない』
講師：河合純一氏
（パラリンピック金メダリスト／舞阪中学校教諭）

申込み 当日直接会場へお越しください
※手話通訳と要約筆記もあります
町社会福祉協議会事務局
667-3422 667-3319

「今日、何日かや？」「ぼけたら困る」
皆さんもお心当たりありませんか。
長年にわたり、認知症と向き合う方とご家族の診療
に携わっておられる先生が、「こんな時、どうしたら
いいのか」などわかりやすくお話いただきます。
誰にでも起こりうる「認知症」をよりよく理解す

ることから始めませんか。

と　き ３月５日(水)
午後１時30分～３時30分

ところ 保健福祉センターきすみれ
２階「会議室」

FAX

認知症
をよりよく知ろう

「岡部町健康講演会」
志太医師会共催

講　師 小林一生
いっしょう

先生
(大阪人間科学大学人間科学部社会福祉学科
教授、現在、松本診療所精神神経科)

定　員 70人(先着順)
申込み 電話にて町保健福祉課まで
申込期限 ２月22日(金)まで

町保健福祉課健康担当　　667－3415
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に
つ
い
て
「
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲

を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
琴
の
魅
力
に
惹

か
れ
た
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
「
第
18

回
文
化
祭
」
で
は
、『
赤
と
ん
ぼ
』、

『
風
と
花
び
ら
』
を
演
奏
。
会
場

は
や
さ
し
い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し

た
。ま

た
、
来
年
度
は
「
箏
音
会
」

と
し
て
初
め
て
の
演
奏
会
を
行
う

予
定
で
す
。
一
つ
の
曲
に
一
人
ひ

と
り
が
思
い
を
込
め
て
、
全
員
で

一
曲
を
ま
と
め
ま
す
。

現
在
会
員
募
集
中
。
小
・
中
・

高
校
生
や
、
初
心
者
の
方
、
男
性

で
も
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
和
楽
器

「
琴
」。
古
来
よ
り
日
本
人
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ

っ
て
も
そ
の
姿
、
音
色
は
変
わ
る

こ
と
な
く
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。琴

の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
そ

の
音
色
。
演
奏
す
る
人
、
聴
く
人

の
心
に
触
れ
る
音
に
、
自
然
と
心

が
安
ら
ぎ
ま
す
。

箏
音
会
の
メ
ン
バ
ー
は
16
人
。

第
１
、
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に

町
民
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
箏
音
会
は
、
教
育
委
員

会
主
催
の
生
涯
学
習
教
室
で
「
邦

楽
教
室
」
と
し
て
開
講
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
邦
楽
教
室
」
で
は
ま
っ
た
く

の
初
心
者
や
し
ば
ら
く
琴
か
ら
離

れ
て
い
た
人
な
ど
12
人
で
ス
タ
ー

ト
。
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
な
ど
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、「
無
理
な
く
」

「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
に
入
っ
た
と
き
は
、
琴
に
触

れ
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
り
、
し

ば
ら
く
弾
い
て
な
か
っ
た
り
様
々

で
す
が
、
初
心
者
、
経
験
者
が
一

緒
に
な
っ
て
無
理
な
く
続
け
て
い

け
る
よ
う
、
優
し
い
ス
ピ
ー
ド
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
た
い

と
話
さ
れ
る
小
林
秀
汪
先
生(

藤

枝
市)

を
講
師
に
迎
え
、
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

高野颯太くん（山東） 
２歳７カ月 

そうた 
 

高野　葵ちゃん（山東） 
２歳７カ月 

あおい 
 

大石竣介くん（新舟） 
２歳５カ月 

しゅんすけ 

文化協会箏曲部　箏音会
こ と ね か い

町内で頑張っている団体やサークルなどを紹介します。
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▲子どもたちも一生懸命取り組みました

▲景色を楽しみながら歩く参加者

広告

青羽根の歴史と紅葉を楽しむ
～てくてくウォークin青羽根～

おかべプロジェクト未来(土屋康郎会長)主催のウォー
キングイベント「てくてくウォークin青羽根」が行われ

ました。参加者は、青羽根町内会の協力のもと、富士見峠やマン
ガン鉱採掘跡、長塚石などをめぐり、青羽根の自然と歴史に触れ
ました。
また、休憩所では、地元の田舎風おでんが振る舞われ、参加者

は秋の山里のひとときを楽しみました。

９
12/

おそばで広がる
笑顔の輪
～山東ふるさと会・三世代交流事業～

山東ふるさと会（横山鑛一会長）は、「きすみれ」にお
いてそば打ちと試食会を開きました。参加者は、地元で

収穫したそばの実を石臼でそば粉に挽き、手打ちをしてから伸ば
して細く切るという一連の作業を和気あいあいと楽しみながら行
いました。
試食会には地域のお年よりが招待され、みんなで「山東そば」

とともに、地元の食材を使った料理に舌鼓を打っていました。
会では三世代交流事業としてそば作りに取り組んでおり、今年

で４回目になります。

16
12/

▲聖母幼稚園のおともだちと井田町長

働く人に感謝の気持ちを込めて
～岡部聖母幼稚園勤労感謝～

岡部聖母幼稚園のマリア組29人の園児が役場を訪問
し、井田町長へ手作りのカレンダーと「いつもごくろう

さまです」と感謝の言葉を贈りました。岡部聖母幼稚園では、毎
年勤労感謝の日を前に、園児が町内の施設を訪問し、働く人に感
謝の気持ちを伝えています。
井田町長は「皆さんが楽しく暮らせるよう、これからも頑張り

ます」とお礼を述べました。

22
11/
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◆まちの人口12,636人（－25人）男6,208人（－18人）女6,428人（－７人）
◆世帯数3,995世帯（－２世帯）◆面積53.29㎞2（平成19年12月1日現在）
URL http://www.town.okabe.shizuoka.jp/ E-mail  info@town.okabe.shizuoka.jp
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古紙配合率100%再生紙を使用しています。

▲駿府公園の周りを力強く走る
1区の上山さんと2区の福島さん

▲沿道の応援に応えて走る
5区の杉山さん

第８回静岡県市町村対抗駅伝競走大会が行われ、県下42市町から46チーム
が参加、熱闘が繰り広げられました。

岡部町チームは、前半苦戦しながらも、個々が堅実な走りでタスキをつなぎ、中盤以
降驚異的な追い上げを発揮。過去最高位の８位入賞（町の部）を果たしました。沿道には、
今年も多くの町民の皆さんが駆けつけ、熱い声援を送ってくれました。その声援を力に、
全選手、チームスタッフが一丸となって持てる力のすべてを出し切りました。

“夢の舞台”で努力の花咲いた！
～第８回静岡県市町村対抗駅伝競走大会～

１
12/

町民センターおかべで町民手作りコンサート「みんなで歌おう！ふるさと岡
部」が開催されました。このコンサートは、住民有志の発案により童謡や日本

の歌をテーマに町内のさまざまな団体や個人が参加して、初めて行われたものです。
ふだんから音楽活動をしているグループをはじめ、多彩な出演者の皆さんが趣向を凝

らし、歌声や演奏を披露しました。また、岡部町出身のソプラノ歌手の猪熊澪さんも澄
み切った美声で聴衆を魅了しました。
来場者は、心温まる調べに聴き入り、みんなで歌う曲では一緒になって「夕焼け小焼

け」、「ふるさと」などのなつかしい歌を大きな声で合唱していました。

なつかしい調べにつつまれて
～住民による手作りコンサート～

８
12/

▲8区の時森さんから
タスキを受ける9区の横馬さん

▲長いのぼり坂を走る10区の増井さん

▲元気よく歌った「蜜柑きっずとお母さんたち」

▲最後の力を振り絞ってゴールする
11区の小村さん

岡部町チーム8位入賞 岡部町チーム8位入賞 


